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●しみんの広場

し
み
ん  

広
場

の

もくじ

　

視
覚
障
害
者
の
た
め
に
、広
報
た
は
ら
や
議
会
だ
よ
り
の
録
音
な
ど

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア『
声
の
広
報
』。長
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

功
績
が
称
え
ら
れ
、愛
知
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

●

 

●

 

●

 

市
民
活
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を
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援
す
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ペ
ー
ジ　
　
　
　

      

５
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私
の
歩
み
方（
山
田
幸
央
さ
ん
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地
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の
話
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泉
校
区
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●
声
の
広
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
ペ
ー
ジ

　

声
の
広
報
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
公
募
を
き
っ
か
け
に

活
動
を
始
め
ら
れ
た
の
は
、ち
ょ
う
ど
25
年
前
の
こ

と
。「
日
ご
ろ
か
ら
、自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
て
い
た
の
で
、仲
間
を
誘
っ
て
応
募
し

た
ん
で
す
よ
」と
、代
表
の
鈴
木
千
賀
子
さ
ん（
神

戸
町
）は
話
さ
れ
ま
す
。当
初
は
４
人
で
始
め
た
こ

の
活
動
も
、現
在
で
は
会
員
数
13
人
。録
音
室
で
の

録
音
の
ほ
か
、と
き
に
は
自
宅
で
雑
音
の
入
ら
な
い

深
夜
に
録
音
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。か
な

り
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、視
覚
障
害
者
の
方

に
も
広
報
の
内
容
を
知
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い

が
、そ
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

毎
月
１
日
と
15
日
に
発
行
す
る
広
報
た
は
ら
を

朗
読
し
、テ
ー
プ
に
録
音
し
た
も
の
が「
声
の
広
報

た
は
ら
」で
す
。「
利
用
者
の
方
の
聞
き
や
す
さ
を
一

番
に
考
え
、工
夫
し
て
読
ん
で
い
ま
す
」と
鈴
木
さ

ん
。こ
の
テ
ー
プ
を
ダ
ビ
ン
グ
し
、市
内
の
希
望
す
る

養
護
盲
老
人
ホ
ー
ム
や
視
覚
障
害
者
の
方
に
、市

か
ら
郵
送
し
て
い
ま
す
。ま
た
、社
会
福
祉
協
議
会

で
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※

声
の
広
報
に
つ
い
て
は
、田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。テ
ー
プ
の
郵
送
を
希
望
さ

れ
る
視
覚
障
害
者
の
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/　

利
用
者
へ
の
思
い
が
支
え
た
25
年

声
の
広
報
た
は
ら

『
声
の
広
報
』ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

広
報
た
は
ら
の
録
音
を　

年
25

▲愛知県知事から手渡された表彰状を手に、「声の広報」代表
　の鈴木さんが田原市役所を訪問されました。
　【受賞歴】田原市社会福祉協議会表彰状（H12年）
　　　　　愛知県知事感謝状（H13年）
　　　　　社会福祉法人福寿園感謝状（H１６年）

心を込めてお読
みしていますの
で、ぜひご活用く
ださい。

▼
広
報
秘
書
課　
　

局
０
１
３
８
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―
子
ど
も
の
こ
ろ
の
思
い
出
は
？

【
山
田
さ
ん
】　

２
歳
下
の
弟
と
一
緒
に
遊
ん
だ
こ
と
が
、

印
象
に
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
近
く
の
小
川
で
ザ
リ
ガ
ニ

を
捕
ま
え
た
り
、
町
中
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
ク
ワ
ガ
タ

を
捕
り
に
行
っ
た
り
。
家
で
は
プ
ラ
モ
デ
ル
や
ビ
デ
オ

ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
家
の
庭
で
、
友
だ
ち
と

一
緒
に
探
検
ご
っ
こ
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
自
然

が
多
い
土
地
で
、
元
気
に
育
ち
ま
し
た
ね
。

―
音
楽
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

【
山
田
さ
ん
】　

小
学
４
年
生
で
金
管
バ
ン
ド
部
に
入
り
ま

し
た
。
私
は
夏
の
水
泳
が
楽
し
み
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は

水
泳
も
で
き
る
陸
上
部
を
選
び
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
の
男

子
は
全
員
が
陸
上
部
希
望
。
そ
れ
を
見
か
ね
た
担
任
の
先

生
に
、
夏
に
は
金
管
バ
ン
ド
部
で
も
水
泳
が
で
き
る
か
ら

と
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。
金
管
バ
ン
ド
部
に
入
部
し
、
演

奏
し
た
い
楽
器
は
コ
ル
ネ
ッ
ト
で
し
た
が
、
顧
問
の
先
生

に
「
体
が
大
き
い
か
ら
」
と
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
を
勧
め
ら

れ
吹
き
始
め
ま
し
た
。
今
考
え
る
と
、
こ
の
２
人
の
先
生

が
い
な
け
れ
ば
、
今
の
私
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
ぶ
し
ぶ
始
め
た
音
楽
で
し
た
が
、
し
だ
い
に
楽
器
を

演
奏
す
る
楽
し
さ
、
仲
間
と
一
緒
に
曲
を
演
奏
す
る
楽
し

さ
が
ど
ん
ど
ん
膨
れ
上
が
り
、
中
学
校
、
高
校
時
代
で
は

私
の
生
き
が
い
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
音
楽
を
愛
す

る
気
持
ち
だ
け
で
、
ア
メ
リ
カ
、
ス
イ
ス
と
渡
り
な
が

ら
、
こ
の
道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
演
奏
す
る
人
や
聴
い

て
く
れ
る
人
た
ち
に
、
音
楽
の
す
ば
ら
し
さ
や
楽
し
さ
を

分
か
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

―
ス
イ
ス
で
指
揮
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

【
山
田
さ
ん
】　

私
は
指
揮
者
と
し
て
、
ス
イ
ス
で
ア
マ

チ
ュ
ア
の
吹
奏
楽
団
を
３
つ
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
指
揮

者
と
い
う
仕
事
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
棒
を
振
る
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ン
サ
ー
ト
曲
目
の
選
択
や
、
コ
ン
サ
ー

ト
に
向
け
て
の
工
程
や
練
習
の
準
備
な
ど
の
事
務
的
な
こ

と
、
ま
た
楽
団
員
一
人
ひ
と
り
と
も
接
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
変
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
で
す
。演
奏
の
実
力
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

ア
マ
チ
ュ
ア
の
人
た
ち
に
は
〝
音
楽
を
楽
し
む
〟
と
い
う

団
結
力
が
あ
り
、
私
が
一
番
気
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
の
曲
が
終
わ
っ
た
あ

と
の
達
成
感
は
、
た
ま
ら
な
く
い
い
気
持
ち
で
す
よ
。
こ

れ
が
、
自
分
と
楽
団
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
行
か
せ
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
田
原
市
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

【
山
田
さ
ん
】　

田
原
市
は
私
の
か
け
が
え
の
な
い
故
郷

で
、
そ
こ
で
育
っ
た
こ
と
を
今
で
も
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。
田
原
市
で
出
会
っ
た
人
た
ち
や
一
緒
に
が
ん
ば
っ
た

旧
友
た
ち
、
経
験
し
て
き
た
こ
と
は
、
今
ま
で
の
私
の
人

生
の
大
切
な
宝
物
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
田
原
市
の
伝
統

や
文
化
を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
道
を
見
つ
け
出

せ
る
よ
う
な
環
境
を
築
い
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

山田 幸
ゆ き お

央さん（谷熊町生まれ）・スイス在住
指揮者、ユーフォニアム・トロンボーン奏者、金管楽器教師

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
奏
者
か
ら
指
揮
者
へ

私 の 歩 み 方 第４回
各分野で活躍する田原市出身の方を不定期でご紹介しています。

▲４月４日（日）に、所属するスイスの英国式ブラス
バンド「トゥルタル・ヒュットリンゲン」の演奏会
が田原文化会館で開催されました。田原市吹奏楽団
とのコラボレーションもあり、満席の会場からは大
きな拍手が送られていました。
※英国式ブラスバンドとは、木管楽器を使わずに金管
　楽器と打楽器だけで構成するブラスバンドのこと

※

◉田原東部小学校・東部中学校を卒業。田原東部小学校 4 年生のときに、
部活動の金管バンド部でユーフォニアムを始める。中学・高校とユーフォ
ニアム奏者を務め、成章高校在学中に米国の高校に年間留学。その後、米
国ウィスコンシン大学スティーブンズポイント校で、ユーフォニアムを学
ぶ。２００１年ドナルド・グリーン奨学金受賞。スイス・チューリヒ芸術
大学で、トロンボーンとオーケストラ指揮法を学ぶ。現在、スイスで、指
揮者やユーフォニアム・トロンボーン奏者、金管楽器教師として活躍中。
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地域
発!

「
宇
津
江
町
」「
江
比
間
町
」「
八
王

子
町
」「
村
松
町
」「
馬
伏
町
」「
伊

川
津
町
」「
石
神
町
」「
夕
陽
が
浜
」
か
ら

な
る
泉
校
区
（
旧
泉
村
）
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
特
性
を

生
か
し
な
が
ら
、「
田
原
市
で
一
番
住
み

や
す
い
校
区
」
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

交
通
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し

　

校
区
の
大
き
な
課
題
に
、
校
区
住
民
や

お
年
寄
り
が
日
常
生
活
で
利
用
で
き
る
移

動
手
段
の
確
保
、公
共
交
通
空
白
地
帯（
公

共
交
通
機
関
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
区

域
）
の
解
消
が
あ
り
ま
す
。
平
成
21
年
４

月
に
は
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か

ら
な
る
﹃
泉
校
区
公
共
交
通
利
用
促
進
協

地
域
の
話
題

泉
校
区

安
心
安
全
で

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

▲乗合タクシー八王子線の発車式・10月1日㊎（左：泉校区公共交通利用促進協議会長あいさつ／右：「いずみ号」出発の合図）

海
と
山
に
恵
ま
れ
、
自
然
豊
か
な
泉
校
区
か
ら
、

﹁
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
﹂に
つ
い
て
、お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

議
会
﹄
を
設
立
し
、
市
と
協
働
で
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
研

究
・
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
は
、
ぐ
る
り
ん
バ
ス
の

実
証
運
行
を
行
い
ま
し
た
が
、
路
線
の
運

行
基
準
に
満
た
な
い
結
果
に
終
わ
り
、
多

く
の
課
題
を
残
し
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を

生
か
し
、「
運

行
内
容
の
再
検

証
」「
有
識
者

を
地
域
に
招
い

て
の
勉
強
会
」

「
各
老
人
会
の

意
見
交
換
会
の

開
催
」「
先
進

地
へ
の
視
察
」

な
ど
を
実
施

し
、
校
区
住
民

へ
の
意
識
啓
発

を
目
的
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
公
共
交
通

の
啓
発
・
利
用

促
進
な
ど
も
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
成
果
を
形
に

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
基
に
、
狭
い
道

路
で
も
運
行
で
き
る
10
人
乗
り
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ク
シ
ー
へ
の
車
両
変
更
、
福
江
市
街
地

へ
の
運
行
、
渥
美
病
院
へ
の
直
行
便
（
朝

１
便
）
の
追
加
な
ど
の
改
善
策
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
回
の
利
用
実
績
を

踏
ま
え
、
週
７
日
か
ら
５
日
へ
運
行
日
数

を
減
ら
し
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

実
施
計
画
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
計
画
が
、
市
の
公
共
交

通
の
あ
り
方
を
考
え
る
﹃
田
原
市
地
域
公

共
交
通
会
議
﹄
で
認
め
ら
れ
、
平
成
22
年

10
月
か
ら
の
６
か
月
間
、﹃
八
王
子
線
（
い

ず
み
号
）﹄
と
し
て
実
証
運
行
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
公
共
交
通
の
必
要

性
を
校
区
全
体
で
認
識
し
、
実
証
運
行
の

利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
の
機
運
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●しみんの広場

▲協議会の様子

▲名張市への視察
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₁ ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週㊎・圡・㊐ 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
　　※利用実績や他市センターの利用状況により、11/2 ㊋から開設日を㊋・㊎・圡に変更します。
₂ このページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

日時 イベント名・内容 会場など 問い合わせ・連絡先

11/20 圡
11/27 圡
14:00 ～ 15:30

ベビーマッサージ講座
　（ベビーマッサージとお母さんのストレス解消法）

20 日：田原福祉センター２F
27 日：中山市民館
参加料：500 円（小学生以下無料）

子どもネイチャー教室
☎ 090-5872-2230（川口）

11/21 ㊐
9:00 ～ 10:30

三河湾海岸一斉清掃
　（旧田原町の海岸）

集合場所：白谷海浜公園
集合時間：8:30

汐川を美しくする会
☎ 090-2131-4352（鈴木）

市民と市役所でつくるページ♥あなたのニュースも募集中！田原市民活動支援センター

補助金

情報 新規団体・人材養成活動補助金をご利用ください

日時

イベント

情報

市民活動を応援するページ

➡このコーナーに掲載する情報を募集中！頁下段の連絡先まで。市民活動ニュース

第４回「しみんのひろば」参加団体

第４回「しみんのひろば」予定
日時　平成 23 年１月 30 日㊐　9:00 ～ 15:00
会場　田原文化会館（多目的ホール・ロビーほか）
内容　パネル展示、手づくり物品販売・教室など

●しみんの広場

大募集！

◉新規団体活動補助金　仲間を募って、新たに始めようとする市民公益活動の経費が支援されます。
　活動初期の取り組みを支援する制度です。
◉人材育成活動補助金　市民活動団体の活動を担う人材の知識・技術などの養成経費が支援されます。
　団体構成員のスキルアップを目的とする支援制度です。
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
　　　http://www.city.tahara.aichi.jp/　（トップページ右下「市民協働のまちづくり」のページへ）
◉申請・お問い合わせ　市民協働課 ☎23局3504　 23局0180　 kyoudou@city.tahara.aichi.jp

公益活動に参加する市民のすそ野を広げ、市民参加の担い手づくりを進めることを目的
に、今年度から新たに２種類の補助制度がスタートしています。ぜひご利用ください。

　「しみんのひろば」は、市内の市民活動団体・ボランティア団体同士の交流の場であり、市民の
皆さんに活動を紹介できる機会となり、さらなる市民活動の活性化が期待されます。そこで、「し
みんのひろば」に参加していただける市民活動団体などを募集します。

▲前回の「しみんのひろば」…２月 21 日㊐

募集の概要
応募資格　主に市内で活動している市民活動団体・ボランティア

団体
申し込み　市民活動支援センターおよび市民協働課で配布する申

込書に必要事項を記入のうえ郵送・FAX・E メールに
て／申込書は市ホームページからダウンロード可

申込期限　１１月１日 ⺼
その他　　開催前に２回程度全体会議あり
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２7

学校生活の一コマ

を紹介

　　 若戸小学校 「食育」
　　古代米を育てオリジナル料理に挑戦！ 
　　
　若戸小学校では、校区の方のご好意で田んぼをお借りし
て、もち米と古代米（黒米）を栽培しています。古代米の栽培
は、５年生が担当しています。田植えをした後、子どもたち
は、草取りやジャンボタニシの除去などを行い、稲が実る
のを楽しみにしてきました。秋になり、かまで刈り取った
古代米を、足踏み式脱穀機で脱穀し精米すると、いよいよ
献立を考え、オリジナル料理に挑戦です。
　家庭科の時間を使って、手始めに作ったのは『古代米（黒
米）の巻き寿司』。スクールアシスタントの方に教えていた
だき、地鶏の卵や三つ葉、菜の花などを使い、郷土色を生か
したおいしい巻き寿司が完成しました。子どもたちからは、

「甘くてモチモチしていておいしい」などの感想が聞かれま
した。
　これからも古代米づくりを通して、食に関する意識を高
めてほしいと願っています。 

 清田小学校 「さくらタイム」
声を合わせ、力を伸ばす朝の時間

　清田小学校では、昨年度から１時間目の授業が始まる前
に10分間の「さくらタイム」を設けました。この時間を使っ
て、学習の基礎の習熟や群読などに取り組んでいます。
　例えば３年生では、２年生で習った九

く く

九をカードでもう
一度確実に覚えます。また６年生では、山地・山脈名や都道
府県名を覚えることもあります。全校で取り組んでいる群
読の練習をする際には、みんなで発声の基礎練習を行う時
間にしています。朝から大きな声を10分間出し、みんなで
息を合わせ群読の練習をすることは、各クラスに活力を与
え、学習意欲にも火を付けているようです。
　古典落語「じゅげむ」に挑戦している学年もあり、覚えた
詩や古典文学を発表し合う群読発表会を、年３回行ってい
ます。体育館中に響き渡る子どもたちの声は、すがすがし
さとともにいつまでも耳に残っています。
　子どもたちは、「さくらタイム」で集中することにより、
授業にも意欲的に取り組めるようになってきたようです。

　

　今回は、子どもたちが自分で栽培した古代米を使ったオリ
ジナル料理に挑戦した様子と、子どもたちの力を伸ばす朝の
時間をご紹介します。 ●学校教育課２３局３６７９

◦オリジナル料理を見せる子どもたち

◦声を響き渡らせ群読をする６年生

※スクールアシスタント…地域の専門的な知識や技能を持つ人

※

◦発声の基礎練習「ぐにゃぐにゃ体操」

◦秋の収穫を楽しみに田植えをする５年生
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▼
応
募
資
格
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方
①
子
ど
も
が
好
き
で
学
校
教
育
に

熱
心
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
②
教

員
免
許
所
持
者
（
採
用
時
に
取
得
見
込
み

の
方
も
可
）　

▼
受
付
期
間
＝
随
時
（
市

役
所
執
務
時
間
中
）　

▼
申
し
込
み
＝
市

販
の
履
歴
書
に
顔
写
真
を
貼
り
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
直

接
ま
た
は
郵
送
に
て

▼
学
校
教
育
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

▼
日
時
＝
11
月
21
日
（
日
）
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所
＝
市
内
（
集
合
・
解
散
は

田
原
市
役
所
）　

▼
内
容
＝
セ
メ
ン
ト
窯

や
石
灰
岩
採
掘
場
な
ど
を
見
学
し
て
セ
メ

ン
ト
産
業
を
学
ぶ　

▼
定
員
＝
20
名
（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
参
加
料

＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
５
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
）

▼
文
化
財
課

☎
23
局
３
６
３
５　

22
局
３
８
１
１

　

bunkazai@
city.tahara.aichi.jp 

　

子
ど
も
の
体
や
感
覚
神
経
、
運
動
神
経

の
発
育
、
発
達
を
促
す
リ
ズ
ム
遊
び
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

▼
対
象
＝
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方　

▼
日
時
＝
11
月
25
日
（
木
）　

午
前
10
時

～
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
童
浦
市
民
館　

▼
定
員
15
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み

＝
11
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
）　

▼
運
営
＝
子
ど
も
の
心

と
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者
（
児

童
・
生
徒
・
学
生
は
除
く
）　

▼
開
催

日
・
コ
ー
ス
＝
表
の
と
お
り　

▼
開
催

時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分
～
10

時　

▼
開
催
場
所
＝
渥
美
文
化
会
館
視

聴
覚
室
（
旧
中
央
公
民
館
）　

▼
講
師
＝

渥
美
パ
ソ
コ
ン
研
究
会
会
員　

▼
定
員

＝
各
コ
ー
ス
18
名
（
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
た
だ

し
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
実
費
負
担
あ
り
）　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
５
日（
金
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
コ
ー
ス
名
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

信
長
・
秀
吉
・
家
康
の
三
英
傑
な
ど
の

ゆ
か
り
の
施
設
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

へ
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
＝
12
月
５
日
（
日
）
ま
で　

▼
参

加
方
法
＝
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
用
紙
を
愛
知

県
内
の
武
将
史
跡
（
田
原
市
博
物
館
な
ど
）

で
入
手
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、各
施
設
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、

郵
送
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ン
プ
の

数
に
応
じ
た
賞
品
を
抽
選
で
お
送
り
し
ま

す
。
▼
参
加
料
＝
無
料
（
交
通
費
な
ど
は
自

己
負
担
）　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
武
将
の
ふ
る
さ
と
愛
知
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
務
局

　

０
１
２
０（
５
８
３
）８
３
９

　

http://w
w

w
.sengoku-aichi.jp

▼
愛
知
県
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
課

☎
０
５
２（
９
５
４
）６
３
５
５

田
原
市
立
小
・
中
学
校

常
勤
・
非
常
勤
講
師

セ
メ
ン
ト
産
業
遺
跡
め
ぐ
り

 

（
バ
ス
見
学
）
参
加
者

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

受
講
者

「
武
将
の
ふ
る
さ
と
愛
知
」

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー　

参
加
者

パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
者

開催日 コース

11/16（火）・11/17（水）
11/18（木）・11/19（金）

初心者

11/23（火・祝）・11/24（水）
文書処理

（ワード）

11/25（木）・11/26（金）
表計算

（エクセル）

11/30（火）・12/1（水） 年賀状作成

■パソコン教室
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か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◉
変
更
路
線
・
停
留
所
な
ど

▼
路
線
＝
西
部
線　

▼
停
留
し
な
い
バ
ス

停
＝
滝
頭
公
園
、
や
す
ら
ぎ
苑　

▼
位
置

を
変
更
す
る
バ
ス
停
＝
藤
七
原
湿
地
前　

▼
ル
ー
ト
変
更
予
定
期
間
＝
11
月
中
（
1

か
月
間
）　　

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

毎
年
冬
の
は
じ
め
か
ら
春
先
に
か
け
て

流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
10
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年

▼
日
時
＝
11
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

▼
参
加
条
件
＝
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
・
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
済
み

で
、
そ
の
犬
を
制
御
で
き
る
こ
と
。　

▼
内
容
＝
基
本
的
な
し
つ
け
の
方
法
を
、

愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
職
員
が

教
え
ま
す
。　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
定

員
＝
５
名（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
し
込
み
＝
11
月
５
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
に
て
／
祝
祭
日
を
除
く
平
日
午
前
10

時
～
午
後
５
時　

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み

の
際
、
愛
犬
手
帳
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明

書
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三

河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
３
７
７
７

　

衣
笠
校
区
内
で
下
水
道
工
事
に
お
け
る

交
通
規
制
の
た
め
、
ぐ
る
り
ん
バ
ス
運
行

経
路
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
新

型
と
季
節
性
が
混
合

さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
で

す
。
こ
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
か
か
る
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
①
生
活
保
護
世
帯
の
方
②
平
成

22
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方　

▼
接

種
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
接
種

期
間
＝
10
月
１
日
～
平
成
23
年
３
月
31
日

▼
申
請
期
間
＝
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

▼
申
請
方
法
＝
①
市
か
ら
郵
送
さ
れ
た
書

類
（
確
認
書
）
を
医
療
機
関
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
②
市
役
所
・
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

内
の
健
康
課
で
確
認
書
を
発
行
し
ま
す
の

で
、
接
種
前
に
い
ず
れ
か
の
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
接
種
後
に
、
領
収

書
お
よ
び
接
種
済
証
を
ご
持
参
い
た
だ
き

申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。　

▼
そ
の

他
＝
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
対
象
の
方
は
、
申
請
方
法
な
ど
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
個
別
に
通
知
し
た

予
診
票
を
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
）　

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
接
種
機
会
を
逃

し
た
方
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▪
改
正
内
容

▪
第
１
期
の
接
種
が
終
わ
っ
て
い
な
い
方

に
対
し
、
当
分
の
間
、
第
２
期
の
期
間

（
９
歳
以
上
13
歳
未
満
）
に
も
接
種
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▪
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

（
新
ワ
ク
チ
ン
）
が
、
第
２
期
予
防
接

種
で
も
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

※
９
歳
か
ら
13
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
で
、

第
１
期
ま
た
は
第
２
期
の
予
防
接
種
が

終
わ
っ
て
い
な
い
方
は
、
無
料
で
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
）　

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

車両通行止め

滝頭公園

やすらぎ苑

鎌田 市役所前

田原
市役所

藤七原湿地前
臨時：藤七原湿地前

正規ルート 変更ルート

愛
犬
と一緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

「
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」

ぐ
る
り
ん
バ
ス
西
部
線
を

11 
月
に
路
線
変
更

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
費
用
を
助
成

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
公
費
で

接
種
で
き
る
対
象
が
拡
大

詳しくは、お
問い合わせく
ださい。
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自
転
車
を
放
置
し
て

お
く
と
、
街
の
景
観
が

損
な
わ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
事
故
や
防
災
の

面
で
も
問
題
に
な
り
ま

す
。
自
転
車
置
場
を
利

用
し
て
、
放
置
自
転
車
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
自
転
車
置
場
に
長
期
間
放
置

さ
れ
て
い
る
自
転
車
も
多
数
あ
り
ま
す
。

不
要
に
な
っ
た
自
転
車
は
、
所
有
者
が
責

任
を
持
っ
て
処
分
し
、
自
転
車
置
場
を
有

効
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
中
に
は
、
市
内
の

駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
を
整
理
し
撤
去
し

ま
す
。
放
置
自
転
車
の
減
少
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
市
民
協
働
課 

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
は
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬

に
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
は
、
来
年
の
１
月
下
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
こ

の
控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
が
必
要
で

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
４
１
１
８

　
（
０
５
３
２
）33
局
３
４
１
１

　

フ
ェ
リ
ー
利
用
の

方
へ
社
会
教
育
施
設

な
ど
の
利
用
料
割
引

を
継
続
し
て
行
い
ま

す
。
利
用
当
日
を
含

む
２
日
間
に
限
り
、
乗
船
券
の
半
券
（
領

収
書
）
を
提
示
す
る
と
割
引
な
ど
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
田
原
市
観
光
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

　

http://w
w

w
.taharakankou.gr.jp/

　

矯
正
展
は
、
法
務
省
の
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
皆
さ
ん

に
広
く
矯
正
行
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所
＝
豊
橋
刑
務
支
所
構

内
（
豊
橋
市
今
橋
町
15
番
地
／
豊
橋
公
園

東
側
）　

▼
内
容
＝
施
設
見
学
会
、
刑
務

所
作
業
製
品
展
示
即
売
、
刑
務
作
業
体
験

コ
ー
ナ
ー
（
七
宝
焼
、
組
紐
、
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
製
作
）、
チ
ビ
ッ
子
刑
務
官
撮

影
会
な
ど
。
※
こ
の
他
に
も
、
多
数
イ
ベ

ン
ト
あ
り
。
雨
天
の
場
合
、
イ
ベ
ン
ト
の

一
部
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

▼
そ
の
他
＝
豊
橋
刑
務
支
所
に
は
駐
車
で

き
ま
せ
ん
。
臨
時
駐
車
場
で
あ
る
豊
橋
市

役
所
職
員
駐
車
場
お
よ
び
同
市
上
下
水
道

局
駐
車
場
の
指
定
さ
れ
た
場
所
を
ご
利
用

下
さ
い
。

▼
豊
橋
刑
務
支
所
処
遇
部
門
第
二

☎（
０
５
３
２
）53
局
５
９
１
６

　

全
国
の
消
防
団
が
、
日
ご
ろ
鍛
え
た
消

火
技
術
を
披
露
す
る
こ
の
大
会
は
「
消
防

団
の
甲
子
園
」
と
も
呼
ば
れ
、
熱
気
あ
ふ

れ
る
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
迫
力

あ
る
消
防
団
の
勇
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
隣
接
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、
消

防
団
員
が
作
る
特
産
品
の
即
売
、
地
震
体

験
車
の
試
乗
や
救
命
講
習
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
楽
し
く
防
災
知
識

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
11
月
12
日
（
金
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所
＝
蒲
郡
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
場
駐
車
場
（
Ｊ
Ｒ
蒲
郡
駅
か
ら
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
運
行
）

▼
愛
知
県
消
防
保
安
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
１
９
５

ISEWAN FERRY

フ
ェ
リ
ー
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
利
用
で

施
設
利
用
料
の
割
引
を
継
続

地
域
と
と
も
に
生
き
る
矯
正
施
設

｢

豊
橋
矯
正
展｣

全
国
消
防
操
法
大
会

（
蒲
郡
大
会
）

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

11 
月
１
日
月
～
30
日
火

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行

 　　 自主防災会の一斉防災訓練を行います

市内各地区において、自主防災会による一斉防災訓練
を行います。この機会に、非常持出袋の中身をチェッ
クするなど災害に備えましょう。

【時間】午前７時～ 9 時
　　　 ※地区によって異なる
　　　　　　場合があります

【場所】各地区の集会所や
　　　 避難場所など
　　　  ※雨天でも実施します

11/14
　（日）

▼防災対策課
☎23 局 3548
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♥
地
球
温
暖
化
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

◉
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　　

市
で
は
、
個
々
の
農
家
で
は
対
応
が
困

難
で
あ
る
遊
休
農
地
の
解
消
や
優
良
農
地

の
保
全
、
農
村
景
観
整
備
を
通
じ
て
、
資

源
循
環
型
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
「
菜

の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
秋
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
田
原
菜
の
花
エ
コ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
市
内
の
幼
稚

園
2
園
・
保
育
園
10
園
・
小
学
校
２
校
・
中

学
校
１
校
で
菜
の
花
の
種
ま
き
体
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
体
験
中
は
汗
を
か
き
な

が
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
が
い
っ
ぱ

い
。
そ
の
笑
顔
に
後

押
し
さ
れ
、
菜
の
花

エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
動
が
着
実
に
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
体
験
を
通
じ
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を

学
び
、
全
国
有
数
の
農
業
産
出
額
を
誇
る

市
の
農
業
に
魅
力
を
感
じ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

◉
小
学
校
低
学
年
の
部

　
今
原
碧
緒
生
く
ん︵
高
松
小
学
校
︶

　◉
中
学
校
の
部

　
木
戸
麻
湖
さ
ん︵
伊
良
湖
岬
中
学
校
︶

　
　
　

◉
中
学
校
の
部

　
榊
原
彩
加
さ
ん︵
泉
中
学
校
︶

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

54

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

ご
み
減
量
に
は
、
ま
ず
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
が
大
切
で

す
。
今
回
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
減
ら
す
「
生
ご

み
処
理
機
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

補
助
金
制
度
は

あ
る
の
？

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

※
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
生
ご
み
処
理
機

を
選
ん
で
、リ
サ
イ
ク
ル
を
始
め
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

◉
生
ご
み
処
理
機
の
メ
リ
ッ
ト

・
生
ご
み
の
減
量
が
で
き
る

・
そ
の
日
の
う
ち
に
生
ご
み
を
処
理

で
き
、衛
生
的

・
生
ご
み
か
ら
で
き
た
堆
肥
を
家
庭

菜
園
な
ど
で
利
用
で
き
る

◉
種
類
と
特
徴

❖
生
ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

自
然
の
力
で
分
解
し
、堆
肥
に
す
る
。

日
当
た
り
が
よ
く
、風
通
し
の
よ
い

屋
外
な
ど
に
設
置
。

❖
電
気
生
ご
み
処
理
機

①
乾
燥
式
＝
熱
風
な
ど
で
乾
燥
さ

せ
粉
砕
し
た

も
の
を
、土
に

混
ぜ
て
堆
肥

に
す
る
。主
に
、

屋
内
に
設
置
。

②
バ
イ
オ
式
＝
バ
イ
オ
剤
を
生
ご

み
に
混
ぜ
、微
生
物
の
力
で
発
酵

分
解
し
、堆
肥
に
す
る
。ベ
ラ
ン
ダ

や
軒
下
な
ど
の
屋
外
に
設
置
。

生
ご
み
処
理
機

の
特
徴
は
？

　

市
で
は
、生
ご
み
処
理
機
の
購
入

に
対
し
、補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
３
月
現
在
の
学
校
名
で
す

■生ごみ処理容器等設置事業補助金
種別 補助額など

生ごみ処理容器
購入額の1/2
限度額3,000円／基
※1世帯2基まで

電気生ごみ処理機
購入額の1/2
限度額1万円／台
※1世帯1台まで
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◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
９
９
６
人・
事
業
所
55
か
所︵
９
月
末
現
在
︶



65

防
災
ま
め
知
識

家
具
や
電
化
製
品
の
転
倒
に
よ
る
被
害
を
防
ご
う

こ
ん
に
ち
は
、〝
か
ん
ち
ゃ
ん
〟で

す
。
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら

な
い
巨
大
地
震
。
皆
さ
ん
の
家
庭
で

は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
か
。

▪
家
具
や
電
化
製
品
が
凶
器
に

　

皆
さ
ん
、
家
の
中
を
見
回
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
ど
の
よ
う
な
家
具
や
電
化

製
品
が
あ
り
ま
す
か
。
も
し
も
今
、
巨

大
地
震
が
起
き
た
ら
、
身
の
回
り
の

家
具
や
電

化
製
品
が

凶
器
と
な

り
、
あ
な

た
を
襲
い

ま
す
。

▪
ケ
ガ
の
原
因
の
お
よ
そ
８
割

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
ケ
ガ
の
原

因
の
約
８
割
が
、
家
具
な
ど
の
転
倒
や

落
下
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
や
食
器
類
に
よ

る
も
の
で
し
た
。

▪
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
の
重
要
性

　

巨
大
地
震
が
発
生
し
、
大
き
な
家
具

や
電
化
製
品
の
下
敷
き
に
な
れ
ば
命
に
か

か
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な
家
具
が
廊

下
や
避
難
路
を
ふ
さ
い
だ
り
、
床
に
割
れ

た
ガ
ラ
ス
な
ど
が
散
乱
し
た
り
す
る
と
、

歩
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
火
災
な
ど
か
ら
逃

げ
遅
れ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
に
必
要
な
家
具
や
電
化

製
品
が
凶
器
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
転
倒

防
止
や
飛
散
防
止
対
策
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

友好都市 長野県宮田村の“美味”はいかがですか？
りんごの木オーナー制度や物産展の相互出展など、交流が続いている宮田村からお便りが届きました。

「どんぶり戦隊どんぶ
りレンジャー」が人気を
集めています。紫輝彩
丼を食べていると、もし
かしたら彼らに出会え
るかもしれませんね。
◉田原市民まつりに出展します
　10月24日（日）に開催される「第8回田原市民まつり」
に宮田村物産展を出展します。甘い蜜の入ったりんご

やジャム、ジュースなどを販売し
ます。また、ステージでは今年も
どんぶりレンジャーの勇姿がお
楽しみいただけます。皆さん、友
好都市宮田村を身近に感じに、
ぜひ遊びに来てください。

◉自慢の名物どんぶり『紫
し き さ い ど ん

輝彩丼』
　長野県の駒ヶ根エリアでは、ソースカツ丼が有名で
すが、宮田村では『紫輝彩丼』を売り出しています。
中央アルプス山

さんろく

麓、宮田村の栽培農家が丹精こめて
作ったぶどう（ヤマソービニオン種）を醸造した「信州
みやだワイン紫輝」を使って、宮田村内９店舗で９種

類の紫輝彩丼を
販売しています。
宮田村を訪れた
際には、ぜひご賞
味ください。
　また、宮田村で
は、この名物どん
ぶりを盛り上げるイ
メージキャラクター

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。
▶政策推進課☎２３局３５０７　

▲紫輝彩丼のイメージ写真

▲昨年、田原市民まつりに登場し
　た、どんぶりレンジャー

▲おいしいですよ！

│ 11 │　　　　　　　　　　平成 22年 10月15日
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保
美
町
に
あ
っ
た
昭
和
初
期
の
煙
突

が
、
９
月
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
壊
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
高
い
煙
突
は
、
地
域
の
人
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
製
糸
工
場
の
煙
突
で
、
28
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
い
う
よ
り
、
産
業
振
興
の
象
徴

で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
人
工
的
な
建

造
物
、
特
に
公
害
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
工

場
の
も
の
は
、
あ
ま
り
好
ま
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
す
ら

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、人
々

の
生
活
に
溶
け
込
ん
だ
こ
れ
ら
の
〝
モ
ノ
〟

は
、
地
域
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
遺
産
と

し
て
、
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
建
造
物
は
、
高
名
な
建
築
家

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
は
な
く
、
豪
華

な
大
理
石
で
作
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
レ
ン
ガ
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
な
ど
、
現
在
で
い
え
ば
、
あ
ま
り
仕
上

げ
材
料
と
し
て
は
高
級
な
も
の
で
作
ら
れ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
現
代

建
築
で
は
、
こ
れ
ら
の
素
朴
な
質
感
を
デ

ザ
イ
ン
と
し
て
取
り
入
れ
、
素
晴
ら
し
い

建
築
物
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
～
50
年
代
に
は
、
戦
前
の
建
造

物
が
ど
ん
ど
ん
壊
さ
れ
、
新
し
く
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
構
造
的
な
問
題
も

あ
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
も
の
が
良
い
と

い
う
感
覚
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
昭
和
28
年
、
海
岸
の
施
設
な
ど
が
、

13
号
台
風
で
こ
と
ご
と
く
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
建
築
物
を

除
け
ば
、
主
な
も
の
と
し
て
セ
メ
ン
ト

窯
（
明
治
）
や
伊
良
湖
岬
灯
台
（
昭
和
４

年
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

小
規
模
な
も
の
も
含
め
る
と
、
ど
れ
だ
け

残
っ
て
い
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

和
地
町
に
あ
る
鉄
砲
橋
は
、
そ
の
残
っ

て
い
る
数
少
な
い
も
の
の
一
つ
で
し
ょ

う
。
欄ら

ん
か
ん干
が
低
い
た
め
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、

な
か
な
か
凝
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
欄
干
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
り
で

表
面
は
洗
い
出
し
加
工
が
さ
れ
、
細
か
な

石
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
側
の
南
面
に

は
「
鉄て

っ
ぽ
う
ば
し

砲
橋
」、
同
じ
く
西
側
に
は
「
昭

和
五
年
七
月
架
設
」
と
陶
板
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
橋
は
、

損
傷
や
表
面
の
風
化
が
激
し
く
、
当
時
の

姿
と
履
歴
を
読
み
取
れ
る
も
の
は
貴
重
で

す
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
構

　

ふ
た
た
び
懐
か
し
い
も
の

造
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
ま
だ
、
皆
さ
ん
の
近
く
に
こ
れ
ら

の
遺
産
は
埋
も
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
発
見

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

▼▼
目
の
前
に
広
が
る
伊
良
湖

水
道
の
大
パ
ノ
ラ
マ
。
上
空

に
は
、
伊
勢
・
志
摩
方
面
を

目
指
し
、
羽
ば
た
い
て
行
く
サ
シ
バ
の

群
れ
が
。
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
こ
の

眺
め
は
、
伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
風
景
で
す
。
こ
の
施
設
で
は
、

５
月
と
10
月
に
一
般
公
開
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
Ｏ
）

【
表
紙
の
写
真
】伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
眺
望

▲製糸工場の煙突（保美町／昭和16年）

▲鉄砲橋（和地町）

※
近
代
化
遺
産
の
定
義
は
、
近
代
化
に
貢
献

し
た
土
木
や
建
築
、
交
通
、
産
業
な
ど
に

関
わ
る
建
造
物
や
施
設
の
こ
と
。
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